
情報処理学会論文誌 Vol.55 No.3 1116 (Mar. 2014)

特集「オーバレイを考慮したインターネットと運用技術」の
編集にあたって

佐藤 聡1,a)

本特集号は「インターネットと運用技術（IOT）研究会」

が中心となって企画，編集を行ったものである．

かつて，コンピュータのプログラミングの研究者は，取

り扱いたいメモリ量が増大することを予見して，それまで

の技術において扱うことが可能なメモリ空間の制限を超

えるために，オーバレイという技術を開発した．同様に，

ネットワークの研究者も，すでに存在するネットワーク構

成の上に，より複雑でより高度なサービスが必要になるこ

とを予見して，オーバレイ・ネットワークという技術を開

発した．仮想化の技術も既存のハードウェアの技術の上に

新しいハードウェアの技術を重ねて使うため，オーバレイ

の手法ともいえる．

このように，コンピュータ・ネットワークを取り扱う分

野では，既存の技術の上に新しい技術を重ねていくという

研究がさかんに行われており，いくつかの研究成果はすで

に実際の世界にて利用されはじめている．そのような状況

において，既存の技術を用いて運用や研究を行っている研

究者，運用者・技術者は，その上に重ねられて構築された

新しいサービスをよりよくするための既存システムの設

定項目の調整，新サービスを脅威から守るための既存シス

テムでのセキュリティ対策などをする必要があるが，既存

サービスや技術における対策方法が分かっていない点も残

されている．これらの問題点に関する論文を掲載すること

で，オーバレイ・ネットワークにおける運用技術に寄与す

ることを目指した．

本特集号には 14編の論文が投稿され，25名の委員から

なる特集号編集委員会により査読が行われた．編集委員会

には，2012年末に本特集号と同様のテーマで開催された第

5回インターネットと運用技術シンポジウム（IOTS2012）

のプログラム委員経験者を迎えることにより，テーマの連

続性を強化した．また，これまで IOT研究会が企画した

特集号同様，指導的査読を徹底し，論文誌ジャーナル編集

委員会作成の「べからず集」を尊重するなど，できる限り

丁寧な査読を行うことを心がけた．その結果，5編を論文
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を採録するに至った．既存の計算機・ネットワークの上に

仮想計算機・仮想ネットワークを運用に資する研究，それ

らの上で運用されるであろうアプリケーションのセキュリ

ティに関する研究等について論じられた優れた論文を掲載

できた．

最後に，本特集号を企画する機会を与えていただいた学

会各位に感謝する．また本特集号に関心を寄せ，優れた論

文を投稿していただいた著者の方々に感謝する．ご多忙の

中，手間も時間もかかる指導的査読にご協力いただいた査

読者各位，論文査読の過程で貴重な助言をいただいた編集

委員会委員各位，編集作業をサポートをしていただいた副

編集委員長，ならびに不慣れな編集作業をスケジュールど

おりに進めるためご尽力いただいた学会事務局に感謝する．
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